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City Event Topics３月

９
［日］

読み聞かせ＆ライブ　
ペインティングを開催

　はこらいふ図書館で、絵本作家
の谷口智則さんを招きイベントを
開催。谷口さんは、子どもたちが
リクエストした動物を即興で描き、
賑やかな作品が完成しました。

23
［日］

とくしまマラソン　
2025を開催 25

［火］
眉山ロープウエイの　
リニューアル記念式典

３
［月］

火の取り扱いにご注意を！
林野火災消防訓練を実施

　眉山山頂の山林で、市消防局職
員など計43人が火災消防訓練を
実施。ミキサー車による補給水の
搬送など、山林での連携した消火
活動の手順を確認しました。

　毎年恒例のとくしまマラソンを
開催。ランナーたちは、心地よい
気候の中、大勢の観客からの応援
に励まされながら、徳島の自然豊
かなコースを駆け抜けました。

　あわぎん眉山ロープウエイの新
ゴンドラ完成を記念した式典を開
催。サイズアップし、窓も大きく、
より景色が見渡せるようになった
ゴンドラがお披露目されました。

シビックセンター
◆とんぼ玉教室（全３回）
　卓上バナーを使ってと
んぼ玉の制作方法を学び
ます。

［とき］
▶５月教室＝５月13日㈫、20日㈫、27日㈫
▶６月教室＝６月10日㈫、17日㈫、24日㈫
▶７月教室＝７月８日㈫、15日㈫、22日㈫
※各教室、午前クラス（10：00 ～ 12：00）、
午後クラス（14：00 ～ 16：00）の２クラス。

［ところ］シビックセンター４階活動室
［対象者］18歳以上の人
［定員］各クラス８人（先着）
[費用]3,660円（市外の人は4,026円）※別途材
料代3,000円程度必要。

［申し込み方法］電話またはファクス
で徳島ガラススタジオへ

［問い合わせ先］徳島ガラススタジオ（(669－
1195　 669－1221）

はこらいふ図書館
◆住友美代子の朗読会※要申し込み
　壺井栄作「二十四の瞳」を朗読します。

［とき］５月18日㈰14：00 ～ 15：30
［対象者］どなたでも［定員］25人
◆おやこでつくってあそぼう「ゲコゲコゲコ、
にぎやかな声で歌う可愛いカエルを作ろう！」
※要申し込み
　紙コップの中から、ア
マガエルがゲコゲコ鳴き
ながら顔を出す、楽しい
おもちゃを作ろう！

［とき］５月31日㈯14：00 ～ 15：00
[対象者］４歳～小学２年生と保護者
[定員］10組

◇　　◇　　◇　　◇　　
［申し込み方法］電話または直接、同
館へ

［問い合わせ先］はこらいふ図書館（(654－
4421　 654－4423）

産業支援交流センター
◆黒檀（こくたん）・紫檀（したん）の箸と箸置き
づくり
　高級木材の黒檀・紫檀
の箸と箸置きを作りま
す。キットにペーパー掛
けをして、最後にオイル
塗装をして仕上げます。「黒檀」、「紫檀」の２
種類のうち、ご希望の樹種をお申し込み時にお
伝えください。

［とき］５月25日㈰11：00 ～、13：30 ～
［ところ］産業支援交流センター 09（アミコビ
ル９階）
[対象者］４歳以上（小学生以下は保護者同伴）
[定員]各回10組
[費用]1,500円※材料費込み。当日
会場で支払い（現金のみ）。
[申し込み方法］電話または直接、同センターへ

［問い合わせ先］産業支援交流センター 01
（( 661－7124）

アミコビルで行われる各種イベント

　鷹匠町は、江戸時代から続く歴史的な地名で
す。鷹匠とは、殿様が鷹狩に使用する鷹を調教
した武士です。彼らの屋敷が集まっていたので
鷹匠町の地名が生まれました。鷹狩とは飼い馴
らした鷹を放って野禽・小獣を捕えさせる狩猟
で、古代から行われました。戦国時代以降、武
家が独占し、江戸時代には徳川将軍家を頂点と
する御鷹の支配が確立しました。鷹狩は将軍や
大名など、一部の者に限られた、武士のステイ
タスシンボルとなったのです。
　徳島藩の鷹匠は、江戸時代を通じて20人前後いましたが、禄高は
４人扶持・支配７石程度で、現在の金額にすると年収142万円ほどに
なります。鷹匠は、毎年８月から翌年２月までの間、鷹を自宅で預
かって飼育していました。殿様の鷹なので家族よりも大切にして、気
を遣うことが多く、鷹匠は長生きができなかったとされます。
　江戸時代の鷹匠町は、現在の徳島市鷹匠
町 １ 丁 目 付 近 に あ た り ま す。 寛 文 ５

（1665）年の「阿波国渭津城之図」（徳島県
立博物館蔵）で初めて確認できるので、17
世紀の中頃に成立したと考えられます。こ
れ以降、同地は鷹匠町と呼ばれましたが、幕府が出した生類憐みの令
の影響を受けて、元禄６（1693）年９月には「小川町」に町名が変え
られました。後に鷹匠町に戻っています。
　江戸後期、同町には鷹匠はほとんど住まなくなりました。その理由
は、周囲に武士や足軽の屋敷が立ち並び、鷹の生育に向かなくなった
からと考えられます。
　鷹匠町は、町人地として賑わった富田町の南隣に位置し、しかも交
通の便が良かったため、明治時代以降、飲食店が増え続け、徳島を代
表するほどの歓楽街へ変わっていきました。

［問い合わせ先]徳島城博物館（(656－2525　 656－2466）

▲「阿波国渭津城下之絵図」
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